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1. はじめに 

国際標準化活動の重要性が認識され，標準化人材育

成への活動が始まった[1]．この活動を継続的に推進し，

高度化していくためには，標準化の効果と標準化活動

とに対する適切な評価が必要であり，国際標準化活動

評価モデルの検討を行ってきた[2],[3]． 

標準化活動が開始されてから，その技術に関する規

格が発効され，それに基づくプロダクツが市場で評価

され，標準化活動が評価されるまでには，多くの要素

が関係する[2]．標準化人材育成は，標準化活動の開始

以前の活動であり，それを適切に評価することはさら

に難しい． 

しかし，国際標準化に対する理解を深めた企業また

は企業経営者が，国際標準化の専門家を企業内で育成

し，彼らを国際標準化活動に積極参加させようとした

とき，どのような事業計画を立案すればよいのかとい

う問題に直面する．企業活動の一環として標準化とそ

のための人材育成を考える以上，たとえ精度が悪くて

も，何らかの定量的な拠り所が必要になる．  

そこでここでは，これまでに提案した標準化関連活

動モデルを，企業活動の視点で絞り込んでさらに単純

化を施すと共に，多くの関連要素の影響をコンポーネ

ントモデルにまとめ，それらの組合せとして複雑な標

準化関連活動を記述することを試みる[4]． 

2. 標準化関連活動モデル 

2.1 これまでのモデル 

標準化活動は，標準化活動を含むさらに大きな社会

的・経済的活動の中でその位置付けと他の活動との関

連とを明らかにした上で，マーケットからの経済的な

還元をその評価基準にする必要があるとして，[2],[3]

では，図 1 の標準化関連活動モデルが提案された． 

2.2 簡素化したコンポーネントモデルの組合せ 

図1のモデルは検討の出発点としては適切であるが，

あまりにも多くの要素があり，各要素が複雑に関係す

るため，ここでは次のような簡素化を施して各要素の 
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図 1 標準化関連活動モデル 

振る舞いを把握しやすくする． 

(1) 企業・組織等の戦略における標準化関連活動だけ

に着目し，人材育成についても企業等がその戦略の中

で投資する人材育成だけを扱う． 

(2) 主要な活動を入力と出力で記述できるコンポーネ

ントモデルとして表わし，その組合せによって，図 1

の活動を表現する． 

(3) 標準化モデル: 標準化活動の成果として，規格に

関連するプロダクツがその業界のマーケットで評価さ

れてマーケットの拡大に繋がり，それに伴って経済的

還元が増加することを示す標準化活動モデルと，その

上流に位置する標準化人材育成の標準化リソースモデ

ルとの組合せで，図 2 に示す標準化モデルを記述する． 

 

図 2 標準化モデル 

(4) 標準化に関連する知財モデル: もうひとつの標準

化活動の成果として，その標準化に関連する特許・ラ

イセンスが，パテントプールの運用などに代表される

知財マーケットで評価されて知財利用者の増加に繋が



 

 

り，標準化による知財マーケット拡大の結果，特許・

ライセンス使用料の企業への還元が増加することを示

す標準化に関する知財活動モデルと，その上流に位置

する，標準化に関連する知財人材育成の標準化知財リ

ソースモデルとの組合せによって，図 3 に示す標準化

に関連する知財モデルを記述する． 

 

図 3 標準化に関連する知財モデル 

(5) 標準化活動においても知財生成活動においても成

果が出るまでには常に時間遅れを伴う．しかしその組

織が継続して何件もの課題について標準化を推進して

いるなら，ある期間におけるその標準化組織への投資

とマーケットから得られる還元とから，その組織の活

動を評価できる．知財活動についても同様とする．こ

のような前提のもとに，上述の議論には時間のパラメ

ータを含めない． 

3. 標準化モデル 

3.1 標準化活動モデル 

入力としての投資 K(企業にとっては標準化の経費)

と出力としての成果物 S(規格制定の件数．不適切な規

格の制定阻止件数も含め得る．)とを，標準化の活動を

マクロに評価するための要素とする．これらの要素間

の関係を標準化活動関数 

       S = f(K)     ---                   (1)  

を用いて表す．ここで K は，標準化組織への参加費・

分担金 ko と標準化エキスパートの活動費・人件費 km

とを用いて，次式で与えられる． 

       K = ko + km      ---               (2)  

規格に基づくプロダクツがその業界のマーケットで

評価されてマーケットの拡大(単価の低減等の標準化

の効果も結果としてここに含める．)に繋がり，それに

伴う経済的還元の増分が，標準化への投資と比較して

大きいとき，国際標準化活動が有意義である． 

ある業界におけるマーケット規模(マーケットでの

取引額)を M とし，それが標準化によって 

       M(1 + δ)                 ---       (3) 

になるとき，標準化によるマーケット拡大効果δは標

準化活動の成果物 S によって，次式で表わされる． 

       δ = F(S) = F(f(K))      ---       (4)  

このとき標準化によるマーケットの拡大は金額で 

       Mδ = M・F(f(K))         ---       (5)  

となり，マーケットでの取引額に対する業界への還元

率をμとするとき，業界として獲得する標準化の効果

(金額)は，次式で表わされる．(1 企業に関しては，シ

ェアをこのμに含める．) 

       μMδ = μM・F(f(K))     ---       (6)  

これをマーケット規模 M(円)，業界への還元率μおよ

び標準化活動への投資 K(円)によって正規化した標準

化活動の効果(standardization benefit)は， 

       F(f(K))/K                 ---       (7)   

となる．ここで f(K)/K は標準化機関によって異なり，

標準化組織の効率と呼ぶことができる．F(S)/S は規格

に関する経済効果と考えられる． 

3.2 標準化リソースモデル 

標準化リソースモデルでは，標準化を習得する

ための教育投資を入力，標準化作業に対する寄与

を出力とする．標準化作業に対する寄与を，標準

化活動モデルにおける km(標準化エキスパートの

活動費・人件費)の低減効果として扱うと，標準

化リソースモデルは，人材育成への投資 ke を入

力とし，km の低減を出力とするモデルとなる． 

このモデルだけに着目するなら，ke に対する(ke + 

km)の振舞いが，人材育成活動の効率を示す．例えば人

材育成活動を極めて単純化して，km が ke に対する指

数関数 kmo・exp(-ke/κ)で表わせる(κは人材育成活

動の特性を示す定数)とすると， 

   ke + km = ke + kmo・exp(-ke/κ)   ---  (8)  

となって，ke には最適投資が存在する．しかし実際に

は標準化活動モデルと組合せて議論する必要がある． 

4. 標準化に関連する知財モデル 

標準化に関連する知財モデルについても，標準化モ

デルと同様のコンポーネントモデルを構築できる[4]． 

5. むすび 

標準化活動評価の指針を与える国際標準化活動の評

価モデルを，知財活動，人材育成まで含めで提案した．

かなり大胆な前提に基づくため，このモデルの適用範

囲と精度についてはさらに検討を必要とする．  
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